
①研究テーマ ②研究機関名・所属 ③役職・氏名 ④研究室 URL 等

2

研究助成の概要.I

① 道路維持管理における複数の点群データと DRM データの利用に関する研究
② 学校法人 関西大学 環境都市工学部 都市システム工学科
③ 教授 窪田 諭
④ http://www2.itc.kansai-u.ac.jp/~skubota/

１. 研究分野及び題目
（Ⅰ－１）DRM データベースを利用した道路管理に該当する研究テーマ
（Ⅰ－２）センシングデータ（道路沿線点群データ）を利用した道路管理に該当するテーマ

２. キーワード
点群データ、地上型レーザスキャナ、道路舗装、維持管理、車両搭載センサ、地下埋設物

３. 研究内容
(1) 研究の目的

本研究では、3 次元データを用いた道路維持管理の実現を目的として、道路沿線点群データと地
上型レーザスキャナで計測した点群データとを融合して、3 次元データ基盤の構築・更新方策を提
案する。そして、宅配便事業者の集配車両に搭載するカメラ・GNSS データから抽出した道路損傷、
及び、地下埋設物データを取り上げ、DRM データベースをこれら複数データの位置特定 ID とし
て利用する道路維持管理システムを試作する。

(2) 研究のゴール
本研究では、複数の点群データを融合した 3 次元データを基盤とし、道路損傷と地下埋設物を管

理可能な道路維持管理システムをゴールとする。そこでは、道路沿線点群データと地上型レーザス
キャナによる点群データとの融合により 3 次元データを構築し、重要箇所のみを再計測して更新す
る。道路損傷と地下埋設物のデータモデルと 3 次元データ基盤での可視化技術を開発し、DRM デ
ータを位置特定に用いる維持管理システムを指向する。


